
ンゴメリーの fカリフォルニアの

夢jの重量盤では.発売がヴァー

プではなくサンフランシスコの

CISCOレーベルではあったが.

左右ch反転定位となっていた.

また本作にはいろいろな逸話が

あり.当時ジョアンの奏であった
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たところ，出来が良かったのでそ

のまま使ったという話が一般的だ.

しかし，レコーデイング時にアス

トラッドが 「私にも歌わせてjと

言い.ジョアンは下手だからと

反対したという.そのときプロ

デューサーのクリード・テイラー

水面白いから歌わせてみようと

いうことになり， 3trデッキのltr

にアスラッドのヴォーカル入れ，

後の編集でカット，オーバーダピ

ングするということでジョアンを

説得したのだという.それをジョ

アンに伝えたのか漢語か濁せたア

ントニオ・カルロス・ジョピンで

あったが.出来上がったレコード

からアストラツドの歌盛道主主主

らず.ジョアンか怒って2人はし

ばらく仲違い状態になったと，ど

こかのTVのドキュメンタリー番

組のインビューでクリード・テイ

ラー(?)が語っているのを観た

記憶がある.

しかし，アストラ ッドは 「イノt

ネマの娘Jだけでなく巳μ-
'1lニヱJS5Fqてい多し，彼女

が英Z否が堪能かどうかは不明だが

ノーマン・キャンベルが轡いた英

語詩で歌っているので，このあた

りの話は錬腕プロデューサー，ク

リード・テイラーが作りだした逸

話ではないかと思う.

もともと所有していたのは

1979年代後半に買い直したポリ

ドールの圏内盤だが，スクラッチ

ノイズが少なく，ほとんど気にな

らない.若き日のアストラッド・

ジルベルトのヴォーカルは瑞々し

く，初今しさも感じられる.また，

バランスが良く質感もナチュラル

で.特に不満のないサウ沈ドが聴

けたのが婚しい.ウッドペースは

少し輪郭が甘い印象だ於スタン・

ゲッツのテナーサックスともども

適度にウォームなトーンか晴、ける

倒務ましい.

モーピルフイデリテイの重量盤

は，さすがにオリジナルマスター

からカッテイングした新規制作だ

けに.圏内盤に比べ明らかに鮮度

が高い.またカッテイングレベル

も高く(といってリミッターなど

を使っているような圧迫感はな

い).スクラ ッチノイズは圏内盤

よりも一段と少なく，確実に高

音質化され，テープ音源に近い安

定感のあるサウンドか鳴ける.ア

ストラッドのヴォーカルはさらに

瑞々しく，エコー成分もより透明

度が高まり.ジョアン・ジルベル

トの気だるい雰囲気のヴォーカル

も，より正確に描きだされる.ま

た.アコースティックギターの爪

弾きのタッチやニュアンスもより


